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国⽴⼤学法⼈熊本⼤学

国⽴研究開発法⼈海洋研究開発機構

プレスリリース

熊本⼤学と海洋研究開発機構が連携協定を締結
―オープンイノベーション体制によって深海に眠る未知の創薬シーズを探索―

国⽴⼤学法⼈熊本⼤学・薬学部（学⻑�原⽥�信志、薬学部⻑�甲斐�広⽂）と国⽴研究開発法⼈海

洋研究開発機構・海洋⽣命理⼯学研究開発センター（理事⻑�平�朝彦、研究開発センター⻑�出⼝

茂）は、平成30年1⽉9⽇付で深海微⽣物が⽣産する創薬シーズなどの⽣理活性物質の探索研究を

推進することを⽬的とした連携協定を締結致しました。今後両者は共同で(1)学術、科学技術及び

医療技術の知⾒に関する交流と活⽤、(2)深海⽣物・深海微⽣物を活⽤した医薬品などの開発、(3)

深海⽣物・深海微⽣物の産業利⽤、(4)学⽣の教育、(5)研究者の交流に取り組みます。

詳細は熊本⼤学のサイトをご覧下さい。
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